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図 1? 本学の小児看護学関連科目の構成 
 






































































図 2? 看護過程演習の演習内容 
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Report on the Nursing Process Practice Using Simulated Patients
ション演習の中で、コミュニケーションの難しさを再
確認している3）という報告がある。本学の学生も、今
回の模擬患者からの情報収集を通して、コミュニケー
ションの難しさを認識したと考える。実際、患児との
コミュニケーションの最中には、発達を思考する時間
的余裕はない。発達に合わない言葉や内容を話して
も、それは一方的なものとなり、患児には伝わらない。
今回、病児やその家族の特徴を把握している教員が模
擬患者となることで、学生は相手の感情や反応、場の
雰囲気を肌で感じることができ、自分のコミュニケー
ションのあり方を振り返る機会となっていた。
　今回の演習において、学生たちは子どもや家族から
の情報収集の場面の設定から、小児看護学の知識だけ
でなく、これまで学んできた看護実践に関係する知識
やコミュニケーション技術を統合させながら、模擬患
者演習に臨んでいたと考える。大原4）は授業は単なる
知識の伝達ではなく、学習者がそれまでの知識を手掛
かりにしながら、新しい概念や技術を再構成しようと
する働きである、と述べている。学生が臨床実践にお
いて知識を活用した実践を行うためには、授業の中で
知識と実践を結び付けて考える方法を身に着けておく
ことが必要である。そして、その能力を獲得するには
学生が「経験」し、「経験」を通して考えることが大
切と考える。今回の演習での「経験」は、学生に子ど
もや家族と関わる上で考えなければならないことを意
識させたといえる。そしてこの経験が、臨地実習での
「経験」を豊かなものにするための土台となると考え
る。
Ⅵ　今後の課題
　実習前の学内演習では、臨床場面と臨床実践をイ
メージし、これまでの学習内容と実践が統合できる演
習となることが重要と考える。今回の看護過程演習
は、学生にとって身近ではない発達段階の対象者をイ
メージすることに重点を置いた演習であった。学生の
演習中の反応は子どもと会話をすることの難しさを一
番に感じていたような印象を受け、子どもとのコミュ
ニケーション方法やそのポイントを知るという模擬患
者演習導入のねらいが達成されたか評価は行えていな
い。
　今後は、模擬患者演習について学生からの評価を受
け、演習内容をより洗練させていくことが課題として
挙げられる。同時に、学生が模擬患者演習だけで子ど
もをイメージすることは困難であるため、演習以外の
授業内でも子どもの実際の姿をイメージできるような
教授方法を検討し、導入していきたい。
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